
 

 

 

 

 

自己評価・自己点検のまとめ 

 

令 和 4 年 度 

【令和 4年 4月 1日から令和 5年 3月 31日まで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人 鳳明学園 

認定こども園 高館幼稚園 

 

 

 



当園では、子どもたちの健やかな成長と安全を確保するとともに、職員一人一人の教育・保育の質の

向上を図るためにチェックリストを活用し、良かった点や改善点などを再確認しております。 

保護者の皆様や地域の方々との連携をさらに深め、子ども達の大切な命を預かっているという使命

感を全職員が共有していけるようにこれからも努めて参りたいと思います。 

 

 １．評価項目の達成及び改善対策 

評価項目 改善対策 

衛生の保持について 

 新型コロナウイルス感染症予防対策には、登園

基準など全員が把握し対応し、発症しても慌てす

に行政機関に報告し、保護者対応ができた。 

 上記以外の感染症に対しての対応は、把握して

いてもあいまいになってしまっている内容もあ

ったので、当園基準表の再確認が必要と感じた。 

     

・新型コロナウイルスの対応については、職員も

しっかりと対策対応を把握し、行政機関、保護者

対応も迅速に行うことができた。 

昨年度も改善点で取り上げられたが、感染症に

関する病気が流行した時の対策があいまいにな

ってしまっていたので、職員がしっかりと把握で

きるよう意識と知識を高めていくようにする。 

不審者対応 

 年に２回、不審者安心対応訓練を行っている。 

対策等しっかりと考え訓練しているが、万が一を

考え、もっと踏み込んだ設定をして、子供の命を

守れる対応や対策を行い、迅速に対応していける

ようにする。 

 

・今後も様々な場面を想定をして訓練を行い、万 

が一に備えて安全に子どもたちの命を守れる 

よう訓練を行っていく。 

 

園内外、保育室内の環境のについて 

 室内掃除や整理整頓が滞っている箇所があっ

たり、今の環境に満足して気づかない箇所があっ

た。 

物の出しっぱなし、置きっぱなしもあり、必要

な時に使えず困ってしまう事がある。 

  

・毎日時間を決めて掃除や整理整頓をしていくこ 

とを怠らない。 

・違った角度から園内外を見渡し、気づく目を持 

つようにする。 

・常にきれいな環境を保つように一人一人が意識 

し取り組む。 

教育・保育課程について 

 作成する際に、子どもたちの様子・育ってほし

い姿等を話し合い学年の計画を立てているが、育

ちの連続性への大切さをもっと意識していくよ

うにする。 

・計画の見直し、計画を立てる際は、各学年の育

ちとともに、０歳児から５歳児までの育ちの連

続性をもっと意識し、計画に盛り込む。 

 

 



自己点検の分析 

① 掃除・環境整備の徹底 

 子どもたちの生活する園内外、特に保育室の環境を、隅々まできれいにし、良い環境の中で

保育を展開するようにする。また、気づく目をもって園内外で修理・修繕する箇所を見つけ、

直していくようにする。 

 

 

 

② 職員のコミュニケーションについて 

 ミーテイングで話したことが、うまく伝わらないこともあり、学年間でも話し合う時間がう

まく取れないときもあった。伝達の大切さを各々が意識し、時間に使い方を見直し、コミュニ

ケーションをとるようにする。 

 

 

 

③ 感染症対策について 

今年度も新型コロナウイルス感染症対策に取り組んできた。園内、通園バス等の消毒・換気・

マスクの着用など意識し毎日実施してきた。 

新型コロナウイルス感染症予防対策には、姉妹園とも話し合いを行いガイドラインの見直し等

も行ってきた。また、行政機関と連絡を取り、保護者の皆様も法人のガイドラインを参考にご理

解を頂きました。園内で、流行しないように、今後も務めていきたい。 

 

④ 個別配慮児の対応について 

姉妹園の療育施設と連携を図り、一人一人に合わせたかかわりを行ってきている。また、園での姿

（集団の中での経験から見える成長）を保護者に伝えたり、保護者とも連絡を取り合ってきた。 

今後も、一人一人に寄り添い、個々の成長を保護者と療育施設と園で支援していきたい。 

 

 

⑤ 食育活動について 

   子供たちが大好きな絵本を題材にした、「絵本給食」を実施。見た楽しんだり、食べることへの

喜びをさらに感じれた１年だったと思う。小学校へ進学する年長児からリクエストメニューを給食

室にお願いしたりと、子どもたちの給食（食）への関心や喜びが伝わる１年だった。来年も続けて

いきたい。 



クレドの見直し 

 園の信念をまとめた「保育クレド」は園活動に於いて基本となるものであり、全てに通じるものである。全

職員が同じ方向を向いて歩く為に必要なバイブルである。教頭が年度末に見直しをしながら、新年度初めには

全職員で読み合わせをし、心新たにスタートを迎えるようにしているが、ただ読み合わせをするだけで終わら

せることなく、その時、その場面に応じた対応や心構えをしっかりと確認して話し合うことが大切である。 

 また、個々の質の向上を図っているとともに、保育現場で起こりうる状況を想定し課題等を整理し、教頭や

主幹保育教諭が中心となり、解決等を話合いしながら、常に最新の状態にしていきたいと考えている。 

 

 

まとめと今後の展望 

 ≪園として≫ 

 コミュニケーションをしっかりととるようにし、チームワークを今よりも高めていきたい。 

子どもたちが安心して過ごせる園、そして一番はこども第一義で、子どもたちが楽しいと思う体験、活

動を行っていく。また、新型コロナウイルス感染症の対策以外の病気についてもしっかりと把握し、子

どもたちの変化いち早く対応できるようにしていきたい。 

 

 

≪保育教諭として≫ 

 保育教諭として、研修にも自ら進んで受講し、自己研鑽に努める。また、研修で学んだことを職員に

共有し、ともにスキルアップしていく。 

子どもたち一人ひとりを理解し、子どもたちの思いを大切に、日々の保育の充実を図る。 

計画の見直し、作成においても、子どもたちの姿を保育教諭間で把握し、０歳児からの連続性も重点に

置き構成していく。 

 園の業務に関しても。段取り良く、計画を立てて、力を合わせて取り組んでいくようにする。 

 

令和 5年 2月 

学校法人 鳳明学園 認定こども園 高館幼稚園 

          

          

          


